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母音交替と特殊仮名遣いについて

クスタースハリ

1 初めに
現在の日将苦の表記法というのは漢字、平仮名或L吋片仮名である。しかし、周知の如く
上代にはそうで・はなかった。日本の古~＼文撒を調べると古事記日本書紀万葉集などが
万葉仮名と呼ばれる表記法で書かれてし喝。万葉仮名とは中国から借用された漢字であり
日本にはまだ表葺弦がないため大体音を現す媒体として用いられた。本文の宙開の対象が
十分に理解出来るように先ず特殊仮名遣、つまり万葉仮名の使い方、と母音交替の使用に
ついての通時的な研究とその結果を取り上げ続いて、特殊仮名遣と母音交替という現象を
説明したいと思う。

2 特殊仮名遣とは
特殊仮名遣は何であるかという問題に入るに先立って仮名遣とその研究について説明して
おきたい。仮名遣というのは r~リと「ゐj 、 「えI と「ゑj 、 「おj と「をj との漢字
の使い分けである。以上の音は一つの音に一つの漢字のみ用いられ厳密に使い分けられて
いて混同していなかった。本居宣長は古事記によって日本語にある清音と濁音を対象とし
初めて同音に二つ以上の別の漢字があることに気付いた。この現象を深く研究したのは本
居氏の弟子たる石塚砲膏で・あった。石塚氏が他の奈良朝の文献によって本居氏の研究を続
けて閉じことに気付いた。石塚氏がこの同音に二つ以上の別の漢字がある十三音を二類に
分けて湖司しないという規則を発見した。この漢字の使い分けがある十三音は次の通りで
ある：エキケコソトノヒへミメヨロとその濁音。 「仮名遣奥山路l (I 7 9 9 以前）に書
いである石塚氏の発見は長く認められなかった。なぜならこの発慰謝得嘆であり、この
事実は完備していなかったし、取り上げられた例は伊桝と間違L吋」杯であっTこから。後
に橋本進吉は自分の研究を通して同音の漢字の使い分けを再発見した。橋本氏は漢字の使
い分けがある十三音から「えj を抜いて十二音にした。 「えI には二つの漢字があったけ
れども、これは同音の使い分けよりむしろ「e j と「y e l の使い分けの表れであった。
ここで、橋本氏は音を表す万葉仮名を仮名遣と特殊仮名遣に分け名付けた。l 仮名遣という
のは同じ音ではない場合に違う万葉仮が用いられ樹司しないことであり特殊仮名遣という
のは同音の場合に違う万葉仮名を使用することである。橋本氏はこれを初めて特殊仮名遣
と名付けた。一つの類を甲、もう一つを乙と名付け、その違いは音韻に基づくと推定した

例を挙げれば
（ここに出てくる万葉仮名は万葉集からである。）

仮名遣 「えJ /e/ 衣愛依・得荏榎という漢字で書かれた。
「えJ /ye／延要逼曳叡・兄江枝吉という漢字で書かれた。

（注・の前は音読み、 ・の後は語｜臨み）"l. 

えみし（夷）を万葉仮名で表記すれば「えj は「衣j で記す：くお開＞（霊異記）。
/e／の音を表す「愛、依J で書いてもよかろう。だが／ye／の音を表す万葉仮名で表
記してはいけない。次いで、えだ（枝）の「えI は／ye／の音を表す万葉仮名で書かれ

「延J など、／ e／の音を表す万葉仮名で

特殊仮名遣 「きj 甲類：｛支店封夕、企吉支棄・来寸杵服という漢字で書かれていた。
乙調：紀記騎奇寄絹貴・樹木城という漢字で書かれていた。ヱ

もしある単語の一つの音節がある類で表記されるなら、甲類にしろ乙顔にしろ、残りの音
節も同じ類を表す万葉仮名で記す。

1 ）日本の言語学、第七巻、 2 6 4 頁
2 ）古語大辞:!14.. 1 8 3 7 頁
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( 2) 
例えば「きみJ （君）というI尚古の「き l は申類であり万葉集を調べてみたら「きみI は
く伎美＞というふうに記してある。甲類を表す他の万葉仮名で記してもよかろう。

しかし乙顔を表す万葉仮名で記してはならない。
ある場合だけに閉じ所に甲類の代わりに乙却が記述されていた。それは母音交替と言い、
もし発音が変わっていったらその発音を表す仮名も変わる。母音交替のことを後で詳しく
説明する。奈良朝の克軟には間違いがないと思われていたのに注意するべきところが多々
ある。一つは東国方言の存在である。大和地坊（関西）で通用した言葉は中央方言と呼ば
れその法則が地元の人に厳密に守られていた。これに反して東国（関東）の人か万葉仮名
の語法詳しく知らなくて間違ったところもある。もう一つは奈良時代に著者か万葉仮名の
法則を守ったけれとも平安時代に人ると万葉仮名の使L、分けか百点てきたことである。そ
のために司喰時代lこ書き直された奈良時代の克猷の中では万葉仮名の書き分けか間違って
いる。それに例外もある。著者の間違い、外耗吾や新しい単語などはその可能性である。

3 特味仮名の音舗の推定
当初は特殊仮名の音価は母音の差に法づいていると忠われていた（橋本氏有坂氏）。
しかし不自然な母音体系カ生じるためネ務制反名iiが子音の発音に基づくとL、う議論カ覗れ
た。勿論この二つの説に限らず他の己防回生も検討されている。
もっと深く説明する前に先ず日柄拘母音の数によって分けられる特見を紹介しよう。
昔から日本語にあった母音の数に対しての説は大ざっぱに二つの学説に分けられる。それ
は五母音説と八母音説である。特殊仮名の研究の初めには同じ音節に違う仮名の使用は母
音の相違に基づいたと思われてア、ウ及び甲類のエ、イとオに乙顔のエ、イ、オ、合わせ
て八っと仮定された。この説の先駆者と言える橋本氏有坂氏や大野氏がこの考え方を支
持する。この説によれば母音ずつに別の音価それとも発音がなければならない。
これに対Lて五母音説がある（松本氏 John Bradford Wh i tr刷、 Unger 、 Lange)
八母音説の場合には母音体系か問題になった。そこで子音の方舛努賊名遣の理由ではな
し、かとし寸語論カ唱こった。この説によれば母音は現代日耗苦と同じ五つである。この説
を支持する松本その一人には母音がどういうふうに発展して日将秘母音がそのまま発音
される証拠を調べなければならない。

3-1 母音に基づく学説について
さて、最初に母音の発音の相違に基づて甲類Z顔の使い方を説明する学説を説明する。
草底部建誰民放〈「吉書別音抄l に初めて甲類Z顔の使い方と音韻の関連を推定し甲類の万
葉仮名とZ頴の万葉仮名の発音は違う可能性があると主張した2 但し、橋本氏は石塚氏の
「仮名遣奥ill路j を研究してから音韻に基づく甲類乙顔の相違を研究した。
橋本氏の日将苦の母音の表は次のようになる。

橋本氏の日将苦の母音の音価推定u
a 甲 i 甲 e f'Jl 0 I 

u 乙 i' i 乙 ue 乙。

橋本氏ョ刊朝利反名を二類に分割した時、一つを甲類ともう一つをZ顔と名付けた。国際的
な研究のために特殊仮名をローマ字で表せたため甲類が無標で、乙顔が有標になった。有標
を表す記号として最初にウムラウトが使用された。しかし、音声学界ではウムラウトが中
舌化の記号として使われ乙頚の母音が甲類の母音の中舌化と誤解された。橋本長が一時的
に特殊仮名の区別を甲類と乙顔と名付けたのに、多くの学者に誤解されてその学者が迷っ
たり間違った結論を付けたりしていた。
もう一つの甲類ZJi買を表す方法は甲類10］＼さい l をZJi買に小さい 2を付けることであ
る。でも、その時にどちらが二次的な発展で‘あったかまだ明確ではなかった。だから、こ
の方法によっても最初に甲類母音があってそれから乙頚母音が出来たと思われていた。し
かし研究が進歩して逆ではないか、即ち甲類母音がZ謂母音から発展した、と考えるよう
になった α蹴氏カールグレン氏ローランド・ラング向。f

特殊仮名の甲類Z頚の表せる方法
e e. e ら

i ! i~ i ~： 
o, 01., 0 0 

「日本の言語学J 第七港、 2 1 4 頁
「言語宙開J 96 (1989 ）、 2 3~ 4 2 
「言言師陳J 96 (1989) 27頁
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以上lこ書いてある橋本氏の日本語の母音の音価推定についての表は、この甲類Z調の記号
と関係なく別の音声的な研究に基づく。
橋本氏の日院に従って他の学者も上代日将苦の母音の発音をめぐって研究し始めた。

八母音説を支持する学者の上俗苦の母音の音価推定を見てみよう。

第一図：母音の音か推定 6

1ご斗／i／パ／た／ ／起／ /o/ I品I I 

柄本証t 吉 -11 -e -;;,1 ／ー坦 -o -0 

s. ヨシタケ -1 c -r -o -) 

（｛也に I と 0 が中立）

山田）／ u(op川ーo I 
ll I 

ーε-c -I 安mm~門

-o ー邑-e 金田一京助

（乙類は央母音）

-ti 

(o は央．円唇母音）
ー0ー号e/-;,1e -11 1 ；有坂究世

大野 晋 -c 目E -o -0 i 

(r は央， O は円唇母音） I 

この表を見ると、ここ推定された上倍音の母音の音価は橋本氏の研究とあまり違わなし、こ
とが明らかになる。しかし、橋本氏の弟子であった有坂氏とH閥砥はl:ftj苦の母音の音舗
を音声的I.こ探く自門Eしていた。有I瓦氏は八母音説を支持するけれども、彼の母音の音価を
見ると i 乙顔と e乙顔の下に口蓋化の記号フウ唄える。

有坂の上倍音母音音価推定
甲 a u i e o 
乙 £i 従 δ

口蓋化とは子音に、渡り音〔一 j 一〕のような発音が付加されることを表す。この音価推
定は、甲類とZ顔の差を子音の口蓋化とする五母音説の学者に近いといえる。
この子音の口蓋化を取り上げる前に、先ず八母音説の上侍苦の母音音価推定が八母音説に
対する学者（松本氏 H闘1悶には満足出来ない理由を説明しようd乎
もし上倍音に母音が八つがあったとしたら、そしてその母音を全部母音体系に入れておい
たら上倍音母音体系カ吹のようになる。

第二図：八母音説の母音体系B

一番上に書いてある母音を高母音、中が中母音その下を低母音という。言語の普遍的湖lj
として中母音は高母音より少なく、低母音は中母音より少ない。しかし、この体系では中
母音か高母音より多く、あり得ない母音体系になる。
このために甲類とZ顔の差が母音ではなく子音を理由とする宙開が開始した。

6) 「言語宙開1 96 (1989 ）、 2 6 頁
7) 「言語宙開J 96 (1989 ）、 30頁
8 ）大野進「古代日本語と朝鮮語j 、東京 (1975 ）、 23頁
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3-2 子音に基づく学説
この説は、甲類乙却の差がエ段、イ段とオ段と考え、現象によって生じた。この説を支持
する学者は甲類乙瀬の差が子音に基づくエ段とイ段の場合、口蓋化の差異だと主張した。
音声勃ヲ傾向として子音の後ろに「 i l 、か取lると前の子音は口蓋化される。前舌子音
は調音点カ喰ろに変わり後舌子音は前に移る。例えば「k a j の f a I の変わりに「 i J 
を付ければ r k i 1 なり
「 k j の発音は I ka l より前のプjに移る。

上倍前こ起きた口蓋化を説明するためにrl-if-t/；、ら母音ーの発達を見てみよう。

母音の手伝圭過程叶
。＋ i ‘＞ uy 合流して
ui-i,>uy イ乙芸員

i,+a>ye 合流して
i汁 o,> ye エ甲類

a 十 i,> e y 合流して u+a>wo 合流して
o寸 i,> e y エ乙類 u ト o'l.>wo オ甲類

注（＞の右側1］にHJて来る母宵＇－／）号制t しく Ill来た母ffでありJi：側にIllて来る母音が古代日本議官
の母子Tである。）以上の去をよくはると i!i代LI 小説の母音は次の通りである：
オ乙類、イ甲類、ウ、ア、合わせて凹つ。新しく IB米た母音も四つである。新しし、イ乙顔
、エ甲類とエ乙却が出来るずっと前にオ甲類が出来たと考えられる。
申類Z顔が八母音説を支持する学者の名付けであるから、これを無視して残るのが五母音
だけである。以上の表を見ると左と右の違いは母音ではなく半母音〔w. y〕である。
o十 i の組み合わせから新しく母音「 i j が出来ても、もう古代に「 i J あったから新し
い母音にならなし、新しく発生した母音はただ一つ、つまり fe j であり、前にあった四
つの母音.fa, i. u, o J と合わせて五つになる。

それでは以上の知識に基づいて甲類乙顔の差を説明しよう。

以上の母音の発達過程を見るとエ段に二つのエが発生したようである。つまり甲類「y e 
j と乙調「 e yJ 。
この説は、甲類Z頚の差が母音に基づくという説と違い、母音だけでなくその差か官郁全
体に影響があると考える。だから母音の発達過程でなく甲類乙績の差が出て来る音舗の発
達過程を見てみまよう。甲類Z頚の差か覗れる音節は全部同じように発展するので、ここ
では「k e j と「k i j の例だけを取り上げよう。
ケ甲類になった古代の音節をローマ字で記すと「k i a I になる。 「 k J が「 i j の影響
で口蓋化され同時に「 i I と「a J の組み合わせが／e／と発音される。それでは i a 
j という音節は／k j e ／と発音する。
ケu買になった古代の音節をローマ字で嘗くと「k a i j になる。 rk J の直後に「 i J 
州れ、ていないので口蓋イ凶泡こらない。 「 i a j も／ e／と発音するようになるから
は a i j を／ke／と発音する。
「k i J の発展は rk e j と違う。最初にキ乙調が fk 0 i j と rk u i j から発展して
/k i ／と発音さ才k その後、キ甲類がキZ顔の口霊化した結果に発生した：
/k j i ／.。ω
跡、てオ段の甲類乙瀬の志エ段とイ段と違いオ段の場合にはその差が口蓋化と関係はな
い。ある学者によれば古代の日持苦には母音で始まる単語カ珍しかったので、最初にオ段
Z芸員 rwo j があったとして、この音節から甲類の「o j が発生したものと考える。
他の学者によればオ段甲類「w0 l ；が主勃、らあったオ段乙頚「 OJ とウ段 f u J の組み合
わせから発生した。オ段乙調か暖昧母音であり、オ甲類の方が二重母音であると思われて
いる。
3-3 H闘民の六母音説
八母音説を支持していたH閥l氏は後に意貝ゐ、変えた。その理由と説明するために有坂氏と
服部氏の母音の音価推定を見てみよう。

甲乙 乙甲
有坂氏 k i k k i 服部 k i k j i 

ke k~ ke kje 

注（有坂氏と目陪E氏は、甲類と乙顔のどちらが初めにあったかという問題に対して意見が
取すなので、 この表の甲と乙のも逆であることに注意されたし、。）

9 ）「The phonological basis for the comparison of Japanese and KoreanJ 、 J.B.
¥Yhi tman 、 (1985). Harvard. 
1 0) 「日本の言語学J 第七巻、 2 5 3 頁
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有坂財〈甲類と乙却の母音が違う母音だと考えたことがここでもよく分かる。 u需の下に
ある記号で口蓋化を表そうとしても、キ乙頴とケz.J請のE措が違うから相似より差の方が
目立つ。放に服部氏はこの甲類の相似を表すのに、記号ではなく閉じ母音を使用し口蓋化
を「 j l で表す。
ここまで日間砥の考え方は五母音説と一致するけれどもオ段に対しての意見が違う。
五母音説の学者はオ段甲類が「u I と「 o I の組み合わせから出来たと推定する。すなわ
ち、新しし、母音が発生せず二重母音であるとかんがえる。これに対してH閥i氏はオ段甲類
乙却の母音が全然追う母音であると考え、オ段甲類か暖昧母音でありオ段ZJ罰が半母音化
した「o j であり rwo J になると主張する。

最後に七母音説の学者（安田喜代門）はオ段の甲類乙却の母音が同じでエ段とイ段の甲類
Z頚の母音が違うと思っている。

3-4 甲類乙調の差が口蓋化に基づく説の問題点
八母音説の母音体系の問題のために口蓋化が甲類乙却の差の原因として認められるならば
、上代日材苦の音姉は次のようになる。

a ka ga sa za ta da na pa ba IIB ya ra wa 
i kji gji si zi ti di ni pji bji mji ri wi 
ki gi pi bi mi 

u ku gu su zu tu du nu pu bu mu yu ru 
e kje gje se ze te de ne pje bje mje ye re w巴
ke ge pe be me 

o kuo guo suo zuo tuo duo nuo(puo buo muo)yuo ruo wo 
ko go so zo to do no po bo IIXJ yo ro 

注（甲類p o, bo, m Oの場合に古事己に一つの例しかなかったので、甲類乙顔の差の
証拠にならない。 2 ：奈良時代に「 hJ が「p J のような音であった。）

以上の表を見るとエ段とイ段の甲類Z顔の差がカ行、ガ行、パ行、パ行、マ行にあるのに
ふ z. t. d, n, r、つまり歯茎音、の後にその差か覗れない。だから元来歯茎音の
直後に甲類乙頚の差があったかどうかまだ明らかではない。
差がない理由が三つ考えられる： II
1 口蓋化があっても対立がないこと。 「 i J が歯茎音の後で来ると前の子音が口蓋化す
ることが当然である。だから口蓋化しでも音声的に対立にならなし、。
例： [ s i 〕の発音が／sji ／. 口蓋化したら〔 s j i 〕になり発音が／ s j i/ 
で、変わらなし、。

2 Cuy/Cey (C ＝子音、 u y はZ顔 i でe yは乙顔e ）の場合に「uy j と
「 e y j が円母音であった。というのは、口蓋化かヰ石I能であること。
例：乙顔シをローマ字で記すと「 s UY j になる。子音の後で出て来るのが口蓋化さ
せる「 i j ではなく円母音「u j であり口蓋イ肋泡こらなかった。

3 「 i j と「 e j の前の子音がもう口蓋化していたこと。

第三図：ローマ字で記した平家物語

)11¥ t ¥2_iyomJri cc) [O moxiu. firo no r,uiogui no fu~ 

f Ona cu co uo noxcc.1 m_on~· de gozaru. S.Hc Iona 
Q.1yomoci l叶百古'§Jua t Q tunmu ce川;;i c吋川Q

一一A ) . φ 

このテキストに「x en z oJ という言葉が出て来る。これは「戦争j の当時のローマ字
の表せであった。ここの「 s en sou j の rs I がその時にほ j で表記されて／ s j 
／と発音された。というのは、そのとき／ s e／と／ s j e ／の違いがなく／ s j e ／し
かがなかった。
そうすると日将苦の音伽〈三つの範障に分けられる。甲鉱 Z顔とこの差がない音節。
甲類乙顔の差がない音節の発音がどうになるかと言ったらサ行、ザ行、タ行とダ行のエ段
とイ段の発音が以上の資料によれば甲類の発音と近いと考える。ただナ行とラ行の場合に
それが明確ではない。

1 1) 「The phonological basis for the comparison of Japanese and KoreanJ J.B. 
Wh i t1IBn, 1985. Harvard. 
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( 6) 
4 母音の変化
母音の変イヒが二つの現象に分けられる：母音交替と母音転恥
通時的に先ず母音交替続いて母音転成を取り上げたいと思う。
注（衡主は主に松本氏の材料に基づく。）
4 -l 母音交替
母音交替とは
母音交替というのは一つの母音が同じ位置で違うF捕に変わることである。特粥反名の使
い方或いは甲類乙顔の差の研究とともに、母音交替という現象が発見された。

現代の日将苦にも母音交替の跡が多数残ってし、る。名詞の場合、朝括苦は複合語になると
単j括吾の末尾音節の母音が違う母音になる例がある。例えば「amad oJ （雨戸）の場
合に rameJ （雨）の最後の母音「－ e J が複合語になったら「－ a j になる。

母音交替は三つの細書に分けられる。
イ a-e ama-ame （雨）

ロ a) o-i iso-isi （磯一石）

b) u-i 
ノ、 a-o

kutu-kuti （口）
kura-kuro （暗一黒）

この例の右側の方は鞠括苦として使用出来る。左側の形が複合語の中だけ現れるので、左
側のmが右側の形の交替として発展したと長い間思われていた。しかし現在はその反対だ
と認められている。その理由を後で説明する。

u-i という母音交替はo-i 交替のごぷ制な交替として認められている。次の甲類ZJl買
の現れる環境の問題について出る例で明確になる。 u-i の交替がo-i の二加知交替
であるとしたら、 「 u j と「 o j の発音は近かったと思われる。

a e 、 o-i (u-i ）の交替と違いa Oの交替の場合、音声的に母音だけではなく
音韻的に意味も変わってし、く。例えば rama j が rame j に変わっても音韻的に意味
カ変わらない。しかしa O交替の場合に「K ura j が「k Ur OJ に変わると意味は
同じではない。もう一つの違いはa-e 、 o-i (u-i ）交替の場合、末尾音節に出て
来る母音だけが変わるのに、ある a 一 O交替の起こる単語では両方の母音方変わっていく
。例えば「p asa j が「poso J になる。これは母音調和（後述）と関係があり、も
し第一音節の母音がオ段Z頚の母音に変わったら第二母音も閉じオ段乙顔に変わらないと
いけないと考えられて~＼る。
母音交替のことをけ理解出来るために母音交替（の甲類ZJiむカ覗れる環境や戦苦にあ
る母音調和を日院しよう。

5 母音交替の甲類Z頚カ覗れる環境
問題を入る前に例を使いながら機々な音韻学上の専門用語を紹介しよう。
例： CYCV (V=a. o. u ）一 CVCY (V=e. i) 
ccニ子音、 V ＝母音）
左側の形の末尾母音はいつも a、 o、 u で終わる Coは甲類でもZ調としても現れる）。
これを道描形式及ひ閣き形（無標形／基本形）という。右側の形はZ顔のe と i で終わり
断止形式及び閉じ形（有閑静／派生形）という。乙顔の e, i が基本母音a. o. uの交
替母音である。
でlま、これから 2音節形式と単音宮町形式に分けて母音交替の例を挙げる。ただし今回は聞
き形の音節構造および甲類Z調の別も付け加え、音節構造ずつの例を挙げるものとする。
住（便利のために甲類を小さな l 、乙主買を小さな 2 で苛ミす）
5-1 a-e乙
a) 2音節彰式
音節樹圭： Ca Ca, Cu Ca, C i Ca 
例： ama -am e，何〕

puna-pune C舟）
ina -ine （稲），と

CaC e とCoC a という音節締j白隠式はあまり現れない。 e と oはaの交替母音であり
、原則として基本母音と交替母音か同じ語幹に現れないので、以上に書いてある音節構造
カ珍しいである。しかし全く郎、わけではない。
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理由としてその語桝渡合から出来たこと、二細切転化であることそれとも新しく出来
た語幹（奈良時代以降）であると考えられる。
b）単音問彰式
複合語はないので、語幹母音と末尾母音が一致し、使い分けも暖昧になる。例えば次の例
の中で「 s hi raka J の「k a J と「h at a J の「 t a j は語幹母音なのに末尾母
音の位置に現れる。
例： k a-k e （毛） shira-ka （白髪）， kami （髪）。

ta-te （場仔躍す接尾辞） ha-ta （端）， omo-te （表）

5-2-1 o-i 乙
a) 2 音節形式
音節構造： C oCo. Ci Co. CuCo, (CaCo ）。
この音姉構造の中の「 OJ の位置は区別のなし、 r o J であり、甲類も乙却も現れる。
例： i so- is i （磯一石）

moro-mori （社）
kuro--kuri （黒一浬）
awo- awi （青一藍）

b）単箭勝式
例： k o 一 K i .. （木）

po-pi~（火＼t

5-2-2) u-iz 
九） 2音節彰式
音節織宣： CuCu, (CaCu ）。
例： k utu-kuti （口） :kutu-wa （口輪）

kamu-kami （神） :kamu-kaze （神風J
Cuc u とCaC u という音節構造は、 o-i 交替の以下に書いてあるC uC o とCaC 
Oのそれぞ‘れの二次的な転化でもある。 ro j は ra J の交替母音で同じ語幹に現れること
は規則に反するためにこのような例は例外であると考えている。 CaC u はCaC oの二
州知転化で同じく例外である。
b）単音宮間5式
例： t u -t i O!臓器司） :pulatu （二つ） -pa la ti （二十歳）

mu-mi~ （身） :mu ne （胸） -mi （身） lZ, 

5-2-3 a-o 
以上の交替母音e. i と違って、ここに出て来る交替母音Oは乙顔だけでなく甲類や区別
なしの現れ方もある。 （オ段の甲類乙Miの有り方がはっきりしていない音節はとりあえず
区別なしとすることになった。）
a) 2音節形式
音節構造
1) CaCa-CoC 。
2) CuCa-CuCo 
3) CiCa-CiCo 

pas a （侠）－ poso （細）
k u r a （暗）－ kuro （黒）
pi r a （開）－ piro （広），~

b）単部間三式 ka -ko 
Ca-Co 
ここの単音節は、複合語のなかだけ使われる。例えば「k a r eJ （彼）の「k a j と
「k 0 n OJ （此）のは o J 。
CaCa-CaC o という交替はない。これも母音調和と関係があるため後に説明する。
CaCo/CoC a とL寸音節構造はあまりない。しかし現れるC aC o とC oC aの音
節構造は複合形式にしカ明れ郎、音節と二細切転化に分けられる。
例： a) Ca Co 
複創彰式 at o （跡）＜ a(shi) （足） + t 0 （処）
二加古転化 amo （母） <omo （母）

b) Co Ca 
複創彰式 po k a （外） <po (=p a端） + k a （処）
二納転化 o j a （親） < 0 j 0 （老） I 't 

オ段甲類と乙績の現れ方は有坂氏によれば次のようになる。
a) 2音節形式

1 2 ）前述の例か松本氏の「古代日将音母音論J から書き写した。
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1) CaCa-CoC o ：乙
2) CuCa-CuC o ：甲
3)CiCa-CiC o ：甲／乙
以上の l) -3 ）は有坂法則と呼ばれる。 C iCa-CiC oの場合に oが甲類であるか
Z顔であるか、前に出て来る音節C i とは関係がないようである。松本氏の「古代日将苦
母音論j に挙げられた例ではあまり明らかではなLゆ吹の例を見ると第二音節の甲類乙顔
の有り方は第一音節に現れる申類乙顔に一致しない。
例： p i r a （開・平）－ piro （尋・広）の交替の場合にp iroが I万葉集J に万
葉仮名で＜比呂＞と書いてある。比は甲類なのに呂は乙却である。

(8) 

b）単音節形式
単音舗の場合にはオ段のEfl額と乙矧の使い分けに対して、色々な法則がある。単育館形式
、助詞と代名詞の場合には乙却が多い。複合形式のq~に現れる付属語の場合には甲類か多

5-3 動詞の母音交待
今まで名詞に現れる母音交幸子を取り上げたが勘詞にも同じ現象が起こる。ここも名調と同
じように、御書に分けて説明しよう。

5-3-1 a-e交替
この交替は「凹段活凋j の動詞の場合によく見られる。基幹の末尾母音－ aが「形容詞・
名詞的j 語幹であり、交替の結果で新しく出来た基幹の末尾母音－ e乙は動調的な派生形
である。 「下二段活用j の動詞がa-eの交替によって、 「凹段活用 l から出来たもので・
ある。もし e ZJ罰か基幹の a と形態音素たる i の組み合わせから新しく出来たとしたら、
「四尉舌用j と I下二段活用I の動詞は閉じ起源から発生した可能｜主がある。 「四段活用

j の a幹は自動的で、あり（ a幹はf幽J的ならばe乙幹は自動的か受動的になる。）
「下二段活用j の e 乙幹は｛幽b的である。

音節構造
名詞的形式と同じく Ca Ca. Cu Ca. Ci C a。｛幽h詞一自動詞という区別がある
「四段活用j の動詞の場合だけ第一音節に o も現れることがある。
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例：自・他盛IJ調の区別がない動詞
（下二段活用）
aka （赤・明） -a k e、（明）
k u r a （暗） -k u r、e （暮）
i j a （弥） -ije （癒）

5-3-2 o (u) -i 
この交替が「上二段活用I 匂動詞の場合によく見られる。しかし、 a-e交替に対して同
じような交替関係はないわけである。 「上二段活用I の動詞の o ( u）幹はa幹と違って
単独で現れるのカ珍しく、それに生産性もほとんどない。その結果O (u）一 i カ鳴って
いる動詞が少ない。
a) 2音節形式
音節構造
Coco. CaC o はない。Ci Co. Ca Cu, 
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例

CuCo (u), 

b）単音節母音
p 0 s u （干） -p i~ （乾）

5-3-3 a-o 
(oは甲鉱乙頚それとも区別のない母音として現れること。）

「古代日将吾母音論j 、松本氏 5 9 頁
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動詞の発生の過程川
a 活用＝ a （四段γ o活用＝ o （カ変、サ変の古形）

v v 

a i 活用＝ e 乙（下二段） o-i 活用＝ i 乙（上二段）

カ変とサ変とは四段活用の変則動調である。四段活用の場合に現れなL、。が変則動詞 f来
るj の未然形に現れる： k o-na i 。
これは動詞の発生の過程をあらわしている。初めにa幹があってこれに i を付けて菊r しく
e幹が出来た。これはaの交替母音で‘ある。同じ a幹から交替母音oとともにo斡が発生
した。それで、この新しく出来たo幹から交替母音として i 幹が発生した。
a幹だけカ生産的で、あり o幹は生産性がないから、 o-i 交替する動詞か沙ないである。
もう一度交替を受ける単語の音節構造を見てみよう。
a-e: Ca Ca, Cu Ca. Ci Ca 
o-i: Co Co, Cu Co. Ci Co 
a e類の構造をo-i 類の構造と比べたら a --o交替の音節備造が見えてくる。
a-o: Ca Ca. Cu Ca. Ci Ca, C a • C 0 co. cu co. c i co. c 0 

a ー O交替はa-e と o-i の反映であるため、 i はaの交替母韻ではありえない。

例： s a r a （去） -s o.r o_ （反）
tut a （伝） -tu-to~ （ tutu) （包）
i k a （生） -i k ot （憩）

名詞の場合と同じくここも意味が違ってくる。

6 母音転成
前述のように母音の変化は二つの現象に分けられる。一つは母音交替と呼ばれる現象で、あ
り。もう一つは母音転成である。
母音転成というのは二つの母音が一つの母音に合流することである。日持苦という言語は
元来CVという音節構造であり vvという音節構造はその時ありえないわけで、あった。そ
れでもし音節構造がvvという1対翠になったら、その二つの母音が合流する。この母音の
合話訪〈どのように行われたかは五母音節とともに説明した。
他の学者（存坂氏大野氏坂倉氏長図的は母音の合流より、 「 i J の文法的な機能を
強調する。しかしこの「 i j の文法的な作用には脱落と挿入の二つが考えられる。 「さけ
j を例として使って説明しよう。脱落の場合に s ak eか基本形とす。元の形に戻すと S
aka i になる（ eがa i から出来たものそれとも発音であったから）。これで複合語を
作ると s aka-i-tuk i になる。 i か:JB接してs akatuk i になり複合語にし
カ唄れなし、 s ak a とL サ形が出来た。

6-1 母音転成の現れ
脱落より挿入の方は大幅に認められてL唱。挿入の場合にどうになるか見てみよう。
ここではs ak aか基本形と見られ複合語にしか現れなし、。単j長吾になるために接尾辞た
る i を付ける。例えばs akatuk i から基本形s ak aを取って i を付けて朝揺苦と
して使われる S aka i （発音は／ sake／勺になる。
sak a は s ak e より複合語の中でもよく現;ti_ s a k e より s ak a は基本形と見ら
れ挿入の方が自然であると思われる。
しかし、この i は一体なんであろう。色んな意見治嘩げられる。
大野晋によればこの i は接辞で、名詞語尾と動詞連用形を形成するもので、韓国語の I事
J を表す「 i I J それとも「有引を表す「 i t j に関すると推定する。
坂倉氏によれば i というのは本来動詞的な意義を表す接辞で、名調に付けると指示強調の
機缶或いは「スルコト・モノ j の意を表すとされる。
長田夏樹氏によればこの i は所有代名詞語尾であるO ＼官
すべての説に共通するは、語を独立させる接尾辞であることである。

6-2 エ段乙顔の現れ
母音転成という現象か勤詞、助動詞と形容詞の活用部に起こるエ段乙頚で知られている。
一番よく使われている例が「 s akeri j である。これは「咲く j とし、ぅ動調の完了形
でありつぎのように発生した。

1 4) 
1 5) 

「古代日本語母音品、松本氏 5 7頁
「上代日将持韻のー研究J 、蔵中i色 I 2 6~ l 2 8 頁
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7 母音調和
上f明報米仮名遣いの研究と一緒に発見されたのは、母音交替だけではなく日本語にも母音
調和があったということである。有坂氏と1也上氏がこの現象を研究していたけれども、有
坂謝止の「上代音節孜j に出る「有坂法目i]J と L 、われる音節結合の法則で有名になった。
本当はこの法則が大体2音節形式に起こるオ段の甲類と乙顔の現れ方であり三つに分けら
れる
第一目lj: Co Co 例： k o. to. （言）

0 はZ顔 k o~k o"r o （心）
色.... ~ 

第二則： CuCo 
oは甲類

k umo, 
mu rｷo, 

第三則： Co Ca s o.r a 
大体Oは甲類けど例外が多い

ここには挙げないが多数の例を自陣Eした結果から母音調和に出る母音は次のように分けら
れている。
調和する母音の音図
一類：オ列Z頚 o. 
二類：オ列甲類・ウ列音・ア列音 q’ u. a 
三類：イ列甲類 i 

女世母音（陰母音）
男性母音（陽母音）
中性母音

女性母音と男性母音の場合に、閉じ単語の第一音節に一つの類カ覗れれば第二音節にも同
じ類カ唄れると考えられる。しかし中性母音は中立であり、女性母音とも男性母音とも調
和する母音である。この図を見るとイ要l区魚エヂlj甲鉱 J:.~IJZ.頚とL吟母音は調和する
母音として出ない。なぜかというとこれらの母音カ器棚こ現れ郎、からで‘ある。この理由
は語根に現れない母音は新しく出来た母音であるからである。オ列甲類もいうまでもなく
オ夢l区調から出来た母音であるが、イ列乙調とエ列母音より早く出来たようである。これ
も五十音図にイ列音とエ列音よりオ列音の方が対立する音舗が多い理由になると考えられ
る。オ列甲類も新しく出来た母音であるとすると、奈良時代の前の調和する母音は次の姿
を取る。
多融仰こ起こる母音： a. u. o乙顔
単音説に起こる母音： i 甲類

奈良時代までこの母音調和カ守られていたれ新しい母音が出来てから母音調和が百点て
きたと考えられている。

8 甲類とz:J罰の郎、分けの消挑
平安時代に万葉仮名の使い分けがなくなり、甲類とZ顔の使い分けもなくなってきた。
七世紀以前に、 p 一， b 一， wーと結合したオ段の甲類Z却は合流していた。七世紀まで
存在していたmOの甲類と乙顔が合流し、それから軟口蓋音のk 一， g ーや両唇音のp-

b-, m一以外の子音（即ち s 一， z 一， t -, d , n -, y , r 一， w ）と結
合してイ段とエ段の申類乙顔が合流した。その結果「古輯己j 以後の奈良朝の万葉仮名文
献にはキヒミケへメコソトノヨロとその按清舗にのみ甲乙の書き分けが見られる。
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八世紀末から九世紀の初頭にかけては、 p--, b , mーと結合していたエ段とイ段の甲
乙Ji'W＂合流すると共lこ両唇音p 一， b-, m －一以外の子音と結合していたオ段の甲乙JM<
合流した。ただ軟口蓋音のk-, g ーに後最のオ段甲乙調だけれ平安朝初期の九世紀ま
で合流していなかった。同
工段z:J罰とイ段z:J請はそれぞれその甲類に合流した。そこで現代日将苦のエ列とイヂI）！押
類と近いと考えられる。しかしオ段の場合に甲類の方がZ顔に合流し、現代日持苦のオ列
は乙顔と近しゅうである。

1 6 ）「言師究J 96 (1989 ）、 4 0 -4 1 頁

(11) 
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